
２
第143号

平成25年

月号

Ｐ. 2　　　　新年のごあいさつ
Ｐ. 3 ～ 4　　12月定例会・提出議案
Ｐ. 6 ～ 9　　 一般質問Ｑ＆A
Ｐ. 10 ～ 13　委員会視察報告・活動報告
Ｐ. 14 ～ 15　議会報告会まとめ　 　 　 
Ｐ. 16　　　 わたしの想い（勝原さん、盛田さん） 

議会事務局のアドレスへ

多くの来客を願って！（氷ノ山スキー場開き）
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十
二
月
議
会
定
例
会

決
処
分
の
承
認

専平成24
年
度
若
桜
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）　

　

６
６
５
万
円
を
追
加
し
、
総
額
32
億

６
６
８
９
万
円
と
し
た
。

　

12
月
16
日
執
行
の
衆
議
院
議
員
選
挙
、
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
費
用
を
追
加
す

る
も
の
。

平
成
24
年
度
若
桜
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

６
９
６
８
万
円
追
加
し
、
総
額
33
億

３
６
５
７
万
円
と
し
た
。

 

主
な
歳
入

　

地
方
交
付
税�

４
９
０
０
万
円

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
等
負
担
金

�

１
４
１
１
万
円

　

ふ
る
さ
と
納
税

４
１
２
万
円

   

子
育
て
支
援     

充
実
！

 

主
な
歳
出

　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立�

４
１
２
万
円

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

�

３
３
２
４
万
円

　

身
体
障
が
い
者
医
療
扶
助�

１
７
４
万
円

　

障
が
い
者
支
援
費�

１
９
１
０
万
円

　

児
童
福
祉
費（
こ
ど
も
園
入
園
記
念
品
等
）

�

１
１
１
万
円

　

ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
費�

１
０
１
万
円

　

若
桜
保
育
所
（
園
銘
板
等
）�

41
万
円

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
活
用
事
業
40
万
円

　

林
道
維
持
費　
　
　
　
　
　
　
　

80
万
円

　

商
工
振
興
費　
　
　
　
　
　
　
　

66
万
円

　

通
学
対
策
事
業
（
冬
期
バ
ス
代
）�

66
万
円

　

保
健
体
育
総
務
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
リ
フ
ト
代
金
半
額
助
成
等
）�

49
万
円

　

給
食
セ
ン
タ
ー
費　
　
　
　
　
　

28
万
円

平
成
24
年
度
若
桜
町
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

 

主
な
歳
入

　

国
庫
支
出
金�

２
３
７
６
万
円

　

療
養
給
付
費
交
付
金�

△
３
５
０
万
円

　

前
期
高
齢
者
交
付
金�

△
３
９
３
６
万
円

　

県
支
出
金�

６
０
４
万
円

　

繰
入
金�

３
３
２
４
万
円

 

主
な
歳
出

　

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

�

２
０
７
３
万
円

　

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

�

２
４
３
万
円

　

後
期
高
齢
者
支
援
金�

３
０
９
万
円

　

予
備
費�

△
６
０
０
万
円

平
成
24
年
度
若
桜
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
3
号
）

 

主
な
歳
出

　

維
持
修
繕
事
業（
水
源
池
ポ
ン
プ
電
気
代
）

�

17
万
円

若
桜
町
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の
制
定

　

幼
保
連
携
型
の
若
桜
町
立
認
定
こ
ど
も
園

開
設
に
向
け
て
、
町
立
幼
稚
園
の
設
置
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

若
桜
町
立
わ
か
さ
こ
ど
も
園
設
置
条
例

の
制
定

　

幼
稚
園
と
保
育
所
を
相
互
に
連
携
さ
せ
、

認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
で
、

就
学
前
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
環

境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
。25 年度からわかさこども園へ（現若桜保育所）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
が
、
初
春
に
希
望
を
託
し
、
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
国
政
最
大
の
出
来
事
は
、
12
月
16
日
の
衆
議
院

選
挙
で
民
主
党
政
権
が
、国
民
の
信
頼
を
失
い
３
年
余
で
倒
れ
、

自
民
党
が
再
び
過
半
数
以
上
の
２
９
４
議
席
を
獲
得
し
て
第
１

党
と
な
り
、
政
権
を
担
う
責
任
を
ま
か
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

新
政
権
に
は
、
現
下
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
経
済
再
生

に
よ
る
地
方
と
都
市
と
の
格
差
是
正
、
ま
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題

に
つ
い
て
、
農
業
・
林
業
の
芽
を
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
、
若
桜
町
に
住
ん
で
い
て
も
日
本
の
未
来
に
希
望
が
持

て
る
政
治
を
進
め
て
欲
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

　

議
会
で
の
大
き
な
課
題
に
、議
員
定
数
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
で
人
口
減
少
す
る
中
、
議
会
活
動
の
活
性
化
を
確

保
し
、
議
会
と
し
て
の
役
割
、
責
任
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の

定
数
は
、
現
在
の
10
人
が
適
正
な
の
か
多
い
の
か
、
ま
た
、
少

な
い
の
か
、
非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
が
、
次
回
の
議
員
選
挙

（
平
成
26
年
２
月
予
定
）
に
間
に
合
う
よ
う
に
結
論
を
出
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
も
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
年
々
充
実
し
た
会

と
な
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
報
告
会
で
の
皆
様
の

意
見
・
要
望
は
、
議
員
間
で
議
論
し
、
課
題
解
決
へ
の
共
通
認

識
を
深
め
、「
ま
と
め
」
に
つ
い
て
は
町
長
へ
具
体
的
施
策
と

し
て
提
案
し
、
町
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
町
長
の
見
解
を
質
す
一
方
、
議
案
審
議

に
お
い
て
も
的
確
な
質
疑
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
二
元
代
表
制

の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
の
責
務
を
果
す
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
本
年
も
計
画
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
基
本
条
例
に
掲
げ
て
お
り
な
が
ら
実
施
に
い
た
っ
て

な
い
課
題
の
一
つ
に
政
策
討
論
会
の
開
催
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

か
ら
政
策
討
論
会
に
つ
い
て
協
議
し
て
お
り
、
本
年
は
是
非
政

策
討
論
会
を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

若
桜
町
議
会

　
　
　

議
長　

岡
本

　和
廣

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

平成
24年度

一
般
会
計
総
額６

９
６
８
万
円
を
追
加
補
正

33
億
３
６
５
７
万
円

例
条

算
　

予

　

若
桜
学
園
生
の
リ
フ
ト
代
助
成
・

　
　
　
　
　こ
ど
も
園
入
園
記
念
品
も

　 
平成24年第６回議

会 定 例 会 は12月11日 に
招集され、町長から提出さ
れた議案９件、議員提出議案
６件を慎重審議の結果、全

議案を可決し、12月14日
に閉会しました。
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請願書・陳情書審査結果　

12月議会定例会において各委員会に付託した陳情は、慎重な審査の結果、次のとおり決定しました。

番　　　号 受理年月日 件　　名 陳情者等 付託委員会名 審査結果

陳 　 情
第 1 9 号

平成２４年
8 月 2 3 日

若桜鉄道観光列車運行事業につ
いての陳情書

若桜鉄道沿線活性化協議会
　会　長　藤原　源市

公 共 交 通
調 査
特別委員会

趣旨採択

陳 　 情
第 2 1 号 11月26日

島根原発１号機・２号機の再稼
働反対と３号機の建設凍結を求
める陳情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
　実行委員長　小谷　明寛

総 務 産 業
常任委員会 採 択

陳 　 情
第 2 2 号 11月26日

原子力から再生可能な自然エネ
ルギーへのエネルギー源の転換
を求める陳情書

反核・平和の火リレー
鳥取県実行委員会
　実行委員長　小谷　明寛

総 務 産 業
常任委員会 採 択

陳 　 情
第 2 3 号 11月28日

妊婦健診と、ヒブ、小児用肺炎
球菌・子宮頸がん予防３ワクチ
ンへの2012年度と同水準の公
費助成を国に求める意見書提出
の陳情

新日本婦人の会鳥取県本部
　会長　山内　淳子

教 育 民 生
常任委員会 採 択

WAKASA

請願
陳情

請願・陳情は、町民の皆様が町政などについての要望等を、直接議会に書面で提出できる
制度です。議長宛に議会事務局へ提出してください。提出された請願・陳情は関係の常任
委員会で審査の上、本会議で採決し、採択された請願・陳情は行政に生かされます。
詳しくは、議会事務局（☎８２－２２１２）にお問い合わせください。

・
若
桜
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

・
若
桜
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

・
島
根
原
発
１
号
機
・
２
号
機
の
再
稼
働

反
対
と
３
号
機
の
建
設
凍
結
を
求
め
る

意
見
書

・
原
子
力
か
ら
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
転
換
を
求

め
る
意
見
書

・
妊
婦
健
診
と
、
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球

菌
・
子
宮
頸
が
ん
予
防
３
ワ
ク
チ
ン
へ

の
２
０
１
２
年
度
と
同
水
準
の
公
費
助

成
を
求
め
る
意
見
書

議
員
提
出
議
案

若
桜
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
改
正

�
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
。

若
桜
町
奨
学
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　

若
桜
町
奨
学
資
金
給
付
事
業
の
廃
止
に
伴

う
も
の
。

鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
規
約

の
一
部
変
更

　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
一
部
改
正
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
組
合
規
約
の
変
更
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
。

の
そ

他
・
看
護
師
等
養
成
所
の
誘
致
に
関
す
る
決
議

決
議
書

　

鳥
取
県
東
部
の
病
院
で
は
看
護
師
が
大

幅
に
不
足
し
、
時
に
病
棟
閉
鎖
や
集
約
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
病
院
の
運
営
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

…
（
中
略
）
…

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
議
会
は
、

鳥
取
県
や
鳥
取
県
病
院
協
会
東
部
支
部
等

の
関
係
機
関
に
対
し
、
本
圏
域
に
お
け
る

看
護
師
養
成
所
の
誘
致
の
取
り
組
み
に
対

し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
要
望
す

る
と
と
も
に
、
本
圏
域
各
町
と
の
連
携
を

図
り
、相
互
の
協
力
関
係
を
築
き
な
が
ら
、

鳥
取
市
が
主
体
と
な
っ
て
看
護
師
等
養
成

所
の
誘
致
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す

る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

・
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

公共交通調査特別委員会調査研究報告

調査年月日 平成24年10月31日(水) ～11月1日(木)

調　査　地 岡山県井原市　井原鉄道株式会社

調査の目的 駅を活用した複合経営の第３セクター鉄道について

参　加　者 議員10名　議会事務局１名

企画財政課担当職員１名　計12名

概　　　要

成　　　果

　井原鉄道は、ＪＲ伯備線総社駅～ＪＲ福塩線神辺駅
間41.7km、平成21年に開業した鉄道。R313号・486号
に並走し、井原駅、荏原駅以外は高架駅で、沿線は新
興住宅地を繋ぐ田園地帯で、トンネルも多い。沿線人
口は、平成22年189,716人。教育施設の状況は、小・中・
高校・大学を合わせ106校。児童、生徒などの通学利
用も多い。

　平成17年度第４回日本鉄道賞受賞
　「地域活性化に貢献する個性あふれる駅づくり」
　地域住民や沿線自治体が一体となり、地域の交流拠
点として駅の多目的利用や様々な取り組みを継続する
ことで、住民のマイレール意識高揚、鉄道利用促進に
努めた結果である。井原駅では、商工団体等が主体と
なり店舗等を設置。官民一体となってデニム生地の普
及啓発を行い、街の賑わい創出に尽力。

・赤字経営からの脱却。
・沿線住民の利用促進を図るためにきめ細かく沿線

を回り、鉄道のよさを啓発する。
・９自治体からの安定的な支援体制の確立。
・高額な車両の更新対応。

感想

　活用方法を官民一体となって検討、地域の特性を生

かした駅前開発など、小さな事業を積み重ねることで、

総合的な信頼を得て住民の積極的な参加を増やしてい

る。市町村からイベント開催等の赤字に対する補助制

度もあり、｢自治体の応援体制や住民と一緒になって

取り組む姿｣ は見習うべきだと思った。線路法面の草

刈等様々な作業を積極的に自前でやる努力をされてい

る。若桜鉄道も、課題は山積しているが、様々な団体

の応援、地域のバックアップなどの必要性を感じた。

複合経営の第３セクター鉄道を調査

今後の課題

弓矢をイメージした井原駅

高架式による路線と駅
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中尾　理明 議員

Q　

東
部
広
域
可
燃
物
処
理

施
設
に
つ
い
て
、
環
境
影
響

評
価
現
況
調
査
結
果
後
の
地

元
へ
の
お
願
い
、
説
明
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
ま
し
た
か
。

 
小
林
昌
司
町
長

A　

東
部
広
域
で
は
調
査
結

果
に
よ
り
環
境
影
響
評
価
準

備
書
を
作
成
し
、
今
年
4
月

か
ら
5
月
に
か
け
て
縦
覧

し
、
住
民
の
意
見
を
踏
ま
え

た
準
備
書
に
対
す
る
意
見
書

概
要
を
県
知
事
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

さ
て
調
査
結
果
で
す
が
、

昨
年
10
月
と
今
年
4
月
、
地

権
者
６
集
落
に
対
し
て
、
１

市
４
町
の
代
表
・
管
理
者
鳥

取
市
長
が
4
集
落
に
改
め
て

建
設
の
お
願
い
を
し
ま
し

た
。
１
集
落
は
部
落
長
が
要

請
内
容
を
集
落
に
伝
え
、
了

解
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
あ
と
１
集
落
は

訪
問
を
拒
否
さ
れ
た
ま
ま
で

す
。
私
は
東
部
広
域
の
一
自

治
体
の
長
と
し
て
も
っ
と
積

極
的
に
お
願
い
し
て
、
早
期

建
設
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Q　

縦
覧
期
間
の
件
で
期
間

終
了
後
に
反
対
協
議
会
か
ら

意
見
が
提
出
さ
れ
、
却
下
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
意
向

を
受
け
止
め
る
努
力
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
環
境

影
響
評
価
準
備
書
に
対
す
る

知
事
意
見
は
21
項
目
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
の
町
長
の
認

識
、
見
解
は
如
何
で
す
か
。

 

小
林
町
長

A　

知
事
意
見
は
、「
住
民

へ
の
情
報
公
開
、
焼
却
処
理

方
式
を
決
め
、
予
測
評
価
結

果
と
比
較
検
証
す
る
」、「
隣

接
す
る
工
業
団
地
等
地
域
の

環
境
状
態
を
考
え
合
わ
せ
た

予
測
評
価
を
行
う
」
な
ど
の

指
摘
で
す
。
こ
れ
ら
に
適
切

で
誠
意
あ
る
対
応
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

Q　

こ
の
建
設
は
既
に
予
定

が
遅
れ
、
神
谷
清
掃
工
場
利

用
に
よ
る
地
元
へ
の
負
担

金
、
建
設
費
、
加
え
て
多
額

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ま
ま
大

型
施
設
が
で
き
れ
ば
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
ま
で
燃
や
す

よ
う
に
な
り
か
ね
ず
、
ゴ
ミ

の
減
量
化
に
逆
行
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
改

め
て
組
合
は
ど
の
よ
う
な
規

模
と
機
能
を
持
っ
た
施
設
建

設
を
目
指
し
て
い
る
の
か
、

お
聞
き
し
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

施
設
規
模
に
つ
い
て
は

21
年
度
ま
で
の
ご
み
の
排
出

量
の
実
績
と
各
市
町
の
人
口

推
移
を
基
に
、
１
日
当
た
り

Q　

議
会
報
告
会
で
介
護
保

険
料
が
４
，
１
３
８
円
か
ら

５
，
３
８
０
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
大
変
困
っ
て
い
る
と

の
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
こ

の
意
見
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

若
桜
で
は
、
４
人
に
１

人
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
で

す
。
こ
う
し
た
中
で
寝
た
き

り
等
要
介
護
の
方
は
ま
だ
ま

だ
増
加
す
る
と
想
定
さ
れ
ま

す
。
26
年
ま
で
の
利
用
料

等
算
定
し
額
を
決
め
ま
し

た
。
県
下
17
自
治
体
の
低
い

順
の
７
番
目
、
県
平
均
５
，

４
２
０
円
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
増
え
る
サ
ー
ビ
ス
に
対

応
す
る
引
き
上
げ
と
な
っ
た

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Q　

介
護
保
険
の
問
題
点

は
、
介
護
事
業
に
対
す
る
国

負
担
割
合
を
減
ら
し
保
険
料

に
た
よ
る
仕
組
み
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
改
善
策
と
し
て
国

庫
負
担
率
の
引
き
上
げ
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

県
外
の
自
治
体
の
例
も
あ
り

ま
す
が
、
ル
ー
ル
分
以
外
に

一
般
会
計
か
ら
の
特
別
会
計

へ
の
繰
り
入
れ
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
が
、
町
長
の
お
考

え
を
伺
い
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

私
は
国
庫
負
担
率
の
引

き
上
げ
は
、
必
要
で
あ
り
、

国
に
強
く
要
請
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
は
常
態
化

す
る
と
町
財
政
を
逼
迫
さ
せ

る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

今
後
も
慎
重
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
、住
民
意
見
尊
重
を

早
期
建
設
に
努
力

可燃物処理

改
善
策
は

慎
重
に
対
応
す
る

介護保険 ２
７
０
ｔ
の
処
理
能
力
と
し

て
い
ま
す
が
、
ご
み
の
減
量

化
の
状
況
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

等
の
焼
却
対
象
物
を
精
査
し

て
実
施
の
段
階
で
、
で
き
る

限
り
規
模
を
再
度
見
直
し
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
機

能
に
つ
い
て
は
ご
み
を
燃
料

と
し
た
発
電
、
施
設
内
の
電

気
に
も
利
用
の
予
定
で
す
。

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録 中尾　理明 議員

坂本　　等 議員

上川裕見子 議員

川上　　守 議員

質 

問 

者一般質問Ｑ Ａ 　12月議会定例会の一般質問は、12月12日に行われ、
４人の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁を要約して紹介します。

中尾　理明 議員坂本　等 議員

Q　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

活
用
協
議
会
で
は
ど
の
よ
う

な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

 

小
林
昌
司
町
長

A　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

用
計
画
、
資
源
確
保
計
画
、

推
進
モ
デ
ル
事
業
計
画
の
３

本
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。
林

地
残
材
搬
出
の
費
用
対
効

果
、
地
域
通
貨
の
導
入
、
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
加
工
セ
ン

タ
ー
の
役
割
等
が
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。

Q　

若
桜
町
の
目
指
す
バ
イ

オ
マ
ス
事
業
は
、
ど
の
よ
う

な
姿
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

 

小
林
町
長

A　

林
業
、
木
材
産
業
の
み

な
ら
ず
農
業
、
観
光
、
福
祉

等
若
桜
町
の
基
幹
産
業
再
生

に
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
。

 

田
村
産
業
観
光
課
参
事

A　

林
地
残
材
を
１
箇
所
に

集
め
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
等
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
小
さ
な
熱
循
環
等
が

生
ま
れ
て
き
ま
す
。
循
環
施

設
を
通
じ
て
町
内
で
雇
用
の

確
保
や
所
得
の
向
上
に
繋
が

る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。　

Q
①
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い

る
公
共
施
設
名
及
び
一
般
家

庭
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

Q
②
森
林
か
ら
の
搬
出
費
用

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Q
①
若
桜
鉄
道
に
Ｄ
Ｌ
機
関

車
が
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
活

用
方
法
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

客
車
を
牽
引
し
て
沿
線
を
走

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
。

Q
②
観
光
列
車
を
運
行
す
る

に
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
で

軽
々
し
く
決
め
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
初
期
投
資
や

経
費
な
ど
の
試
算
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

Q
③
若
鉄
の
平
成
24
年
度
中

間
決
算
の
状
況
、
及
び
年
間

見
込
み
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

客
車
を
牽
引
し

て
沿
線
を

当
面
は
駅
構
内

活
用
で

ＤＬ機関車

 

小
林
町
長

A
①
整
備
費
用
等
を
精
査

し
、
実
現
の
可
能
性
を
検
証

し
た
い
。
当
面
の
活
用
方
法

は
、
駅
構
内
で
の
展
示
、
体

験
乗
車
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

A
②
蒸
気
機
関
車
の
復
元
費

用
は
、
内
部
を
分
解
し
超
音

波
に
よ
る
確
認
が
必
要
で
あ

り
外
観
か
ら
で
は
判
断
で
き

な
い
。
運
行
収
入
に
つ
い
て

も
、「
集
客
は
沿
線
の
イ
ベ

ン
ト
企
画
に
も
左
右
さ
れ
る

た
め
算
出
は
困
難
」
と
の
回

答
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
若

桜
鉄
道
の
試
算
を
使
わ
ざ
る

を
得
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

A
③
上
半
期
の
輸
送
人
員
は

２
０
万
９
，
０
０
０
人
で
対

前
年
比
96
％
。
Ｓ
Ｌ
運
転
体

験
な
ど
の
営
業
外
収
入
は

６
７
０
万
円
だ
が
全
体
で

10
万
円
の
黒
字
で
す
。

　

年
間
の
決
算
見
込
み
は
、

営
業
損
益
１
，
７
２
６
万
円

の
赤
字
、
営
業
外
損
益
で
１
，

０
５
７
万
円
の
黒
字
、
特
別

損
益
を
合
わ
せ
た
当
期
損
益

は
１
２
６
万
円
の
赤
字
と
な

り
ま
す
。
黒
字
に
す
る
た
め

に
更
な
る
利
用
促
進
と
歳
出

の
削
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

若
桜
町
の
目
指
す
姿
は

熱
循
環
で
雇
用
と
所
得
向
上

木質バイオマス

 

小
林
町
長

A
①
若
桜
木
材
の
乾
燥
施

設
、
一
宮
電
機
、
氷
太
く
ん
、

湯
原
温
泉
、
ド
リ
ー
ミ
ー
、

温
泉
プ
ー
ル
、
町
公
民
館
な

ど
も
費
用
対
効
果
の
計
算
概

要
が
出
て
い
ま
す
。
一
般
家

庭
に
は
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
広

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
②
製
材
用
の
木
材
と
一
緒

に
出
せ
ば
１
㎥
当
た
り
６
，

９
７
５
円
の
試
算
も
出
て
お

り
、
間
伐
や
造
林
補
助
金
な

ど
上
手
に
利
用
す
れ
ば
採
算

性
は
あ
る
と
思
う
。
又
、
林

地
残
材
は
災
害
を
及
ぼ
す
事

が
あ
る
の
で
、
採
算
性
だ
け

で
は
語
れ
な
い
部
分
が
あ
り

ま
す
。

ＳＬとの連結が楽しみ

豊富にある木質バイオマス
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Q　

認
知
症
予
防
教
室
の
参

加
登
録
人
数
は
、
平
成
21
年

度
か
ら
増
減
が
な
い
状
況
で

す
が
、
課
題
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

 

矢
部
町
民
福
祉
課
長

A　

参
加
さ
れ
な
い
方
に
対

し
、
教
室
開
催
を
ど
う
し
て

い
く
か
考
え
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
来
年
度
か
ら
施
策

を
も
う
一
度
考
え
直
し
て
、

や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

Q　

平
成
22
年
３
月
の
一
般

質
問
で
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、

認
知
症
の
方
を
支
え
る
取
組

み
も
進
め
た
い
と
答
弁
さ
れ

ま
し
た
が
、
開
催
状
況
は
い

か
が
で
す
か
。

 

小
林
昌
司
町
長

A　

平
成
22
年
度
は
３
回
開

催
し
62
名
の
参
加
、
23
年
度

は
３
回
開
催
し
40
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

若
い
年
代
や
企
業
等
に
開
催

を
呼
び
か
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q　

認
知
症
予
備
軍
は
、
比

率
で
は
約
１
５
０
人
と
な
り

ま
す
。
保
健
委
員
に
協
力
依

頼
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
に

取
組
ん
で
は
い
か
が
で
す

か
。

 

小
林
町
長

A　

内
部
で
検
討
を
し
、
町

の
方
針
も
き
ち
ん
と
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

Q　

早
期
発
見
・
治
療
の
た

め
の
第
二
次
予
防
と
し
て
Ｔ

Ｄ
Ａ
Ｓ
（
テ
ィ
ー
ダ
ス
）
を

使
っ
た
認
知
症
検
診
と
予
防

教
室
を
合
せ
て
行
う
認
知
症

予
防
対
策
は
、
県
内
11
自
治

体
が
す
で
に
実
施
中
で
、
先

進
地
の
琴
浦
町
で
は
数
千
万

円
の
費
用
削
減
効
果
の
実
証

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
認

知
症
は
治
る
病
気
に
な
り
つ

つ
あ
り
本
町
で
も
導
入
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。

 

小
林
町
長

A　

医
師
と
も
相
談
し
な
が

ら
新
年
度
か
ら
Ｔ
Ｄ
Ａ
Ｓ
を

使
っ
た
検
診
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

Q　

本
町
で
の
制
度
利
用
状

況
は
い
か
が
で
す
か
。

 

小
林
町
長

A　

把
握
で
き
て
い
な
い

が
、
最
高
裁
判
所
事
務
局

家
庭
局
の
数
字
を
当
て
は
め

計
算
す
る
と
、
成
年
後
見
人

が
必
要
な
方
は
20
人
程
度
で

す
。
な
お
、
地
域
福
祉
権
利

擁
護
事
業
の
利
用
者
は
４
名

で
す
。　

Q　

元
気
な
う
ち
か
ら
知
っ

て
お
か
な
い
と
利
用
で
き
な

い
制
度
の
た
め
、
利
用
者
目

線
で
の
分
か
り
や
す
い
学
習

会
な
ど
、
広
報
に
努
め
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

小
林
町
長

A　

財
産
管
理
や
生
活
の

質
を
確
保
す
る
上
で
も
必
要

な
制
度
で
あ
り
、
内
容
や
利

点
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
東
部
地
区
に
設
立
さ
れ

る
（
社
）
鳥
取
東
部
権
利
擁

護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
講
師
依

Q　

ば
ら
撒
き
差
別
文
書

を
、
学
習
教
材
と
し
て
活
用

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の

後
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

高
木
政
寛
教
育
長

A　

概
要
と
教
材
資
料
を
作

成
し
、
小
地
域
学
習
会
で
の

説
明
や
話
し
合
い
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

Q　

実
施
計
画
の
策
定
は
、

審
議
会
の
中
で
協
議
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
策

定
状
況
を
伺
い
ま
す
。

 

高
木
教
育
長

A　

現
在
、
計
画
の
素
案
が

で
き
て
お
り
、
今
後
各
課
と

の
協
議
を
取
り
ま
と
め
急
ぎ

ま
す
。

Q　

人
権
学
習
に
つ
い
て
、

一
貫
校
な
ら
で
は
の
利
点
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

高
木
教
育
長

A　

若
桜
学
園
人
権
教
育
全

体
計
画
に
基
づ
き
実
践
さ
れ

て
お
り
、
人
権
教
育
の
課
題

が
は
っ
き
り
見
え
、
実
の
あ

る
人
権
教
育
の
積
み
上
げ
の

可
能
性
が
期
待
で
き
ま
す
。

Q　

職
員
派
遣
だ
け
に
留

ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
先

に
お
け
る
交
流
の
考
え
方
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

長
期
的
展
望
に
立
ち
、

実
現
可
能
な
分
野
か
ら
交
流

の
促
進
に
努
め
て
行
き
ま

す
。

 

高
木
教
育
長

A　

学
園
５
、６
年
生
の
代

表
の
10
名
程
度
に
よ
る
交
流

に
つ
い
て
交
渉
を
進
め
て
い

ま
す
。

Q　

平
昌
郡
か
ら
帰
っ
て
き

た
職
員
の
経
験
や
知
識
の
活

か
し
方
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

 

小
林
町
長

A　

業
務
の
中
で
、
お
互
い

を
理
解
す
る
先
駆
者
と
し
て

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
分

野
で
能
力
を
発
揮
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。

Q　

若
桜
鉄
道
駅
か
ら
国
道

29
号
線
の
間
を
鉄
道
公
園
、

博
物
館
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

駅
周
辺
活
性
化
の
取
組

み
と
し
て
観
光
客
の
増
加
に

Q　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

設
置
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

8

早
期
発
見
・
治
療
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

Ｔ
Ｄ
Ａ
Ｓ
に
よ
る

認
知
症
検
診
に
取
り
組
み
た
い

認知症予防対策

小
学
校
跡
地
は

１
年
か
け
て
考
え
る

跡地利用

若
桜
鉄
道
公
園
化
は

総
合
的
に

駅周辺開発

こ
れ
か
ら
の交流

は

実
現
可
能
な

分
野
か
ら

平昌郡

地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
の
活
用
提

言
の
そ
の
後
は

新
年
度
予
算
に

反
映
し
た
い

若者定住化対策

利
用
者
目
線
で
の

学
習
会
の
開
催
を

学
習
機
会
の

提
供
を
考
え
た
い

成年後見制度

差
別
文
書
の
教
材
化
は

学
習
会
等
で
活
用

人権教育

解体された旧若小校舎跡

Ｑ
Ａ一般質問 Ｑ

Ａ一般質問

Q　

本
年
６
月
の
一
般
質
問

で
は
、
制
度
の
活
用
に
前
向

き
に
取
組
み
た
い
と
答
弁
さ

れ
ま
し
た
が
、
進
捗
状
況
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

の
出
店
者
１
名
を
来
年
２
月

か
ら
採
用
す
る
た
め
、
制
度

活
用
の
予
算
を
議
会
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

年
度
予
算
へ
反
映
す
る
よ
う

課
長
会
で
確
認
し
て
い
ま

す
。

 

高
木
教
育
長

A　

社
会
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
も
活
用
で
き
な
い

か
、
研
究
中
で
す
。

上川裕見子 議員

簡単に認知症を発見
（検診用タッチパネル）

活性化に利用したい町有地

つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
あ
の
辺
一
帯
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
総
合
的
に

考
え
ま
す
。

 

小
林
昌
司
町
長

A　

１
つ
の
考
え
方
だ
と
思

い
ま
す
が
、
来
年
１
年
か
け

て
検
討
し
ま
す
。

高
齢
者
の

安
否
確
認
は

お
元
気
で
す
か

コ
ー
ル
で

ＩＰ告知端末Q　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に
よ
る

高
齢
者
安
否
確
認
の
利
用
促

進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
や
広
報

紙
を
利
用
し
て
、
利
用
者
を

増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

頼
し
、
学
習
機
会
の
提
供
を

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

高
木
政
寛
教
育
長

A　

生
涯
学
習
の
一
環
と
し

て
考
え
ま
す
。
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総務産業常任委員会調査研究報告

調査年月日 平成24年11月13日(火) ～14日(水)
調　査　地 （１）京都市左京区　里の駅大原「旬菜市場」

（２）京都市右京区　嵯峨野観光鉄道株式会社

調査の目的 （１）農家と密着した道の駅の運営について

（２）観光列車の運行について

参　加　者 議員５名　議会事務局１名　産業観光課担当職員１名　計７名

概　　　要

概　　　要

事 業 内 容

（１）里の駅大原「旬菜市場」

　京都の北東部、京都駅から約16ｋｍ離れ、周囲が盆
地で、近くに大原三千院、寂光院が有り、兼業農家が
多い。有害獣が出没するため、山裾に広域に渡り電気
柵を設置。

　直売所で地元の新鮮農産物、加工品等を販売。商品
上に、生産者の顔写真、氏名、品目、メッセージを記
載。野菜類等は、地元で生産し、豊富な品揃えでリピー
ターも多く、地産外の仕入れ商品は扱っていない。も
ち加工所や地元産の地鶏、旬野菜を活かした食堂もあ
る。隣接して貸し農園も有り、長年利用され空き区画
はない。貸し農園では、要望によって支配人が営農指
導をしている。構内で毎週日曜日に大原ふれあい朝市
を開催。出店数は20 ～ 23店で各班ごとに出店する事
で安定提供できている。
感想
　京都市普及センターと月１度経営会議を開催し、商
品にクレームが付いた場合は全会員で協議検討するな
ど、運営状況のチェックや情報を共有する仕組みが確
立されているなど、農家との密接な関係づくりには見
習うところが多かった。

（２）嵯峨野観光鉄道株式会社

　嵯峨野観光鉄道は、山陰線の複線電化によって廃線
された、嵯峨嵐山～馬堀駅間の旧ルートを再利用。地
域から要望があり「３年営業し、だめなら撤退する」
と９名の社員が自分たちの手で保線作業や桜を植えて
作り上げた。嵐山と保津川峡２つの観光地を有し、保
津川渓谷の四季折々の風景が満喫できる観光列車。

　トロッコ列車４両、DL機関車１両で運行。誘客力は、
年間約95万人。１年に10か月間営業（冬期２か月運休）。
自社での広報・宣伝はなく、ＴＶ、新聞、雑誌等が取
材に訪れる。待合室にＳＬ展示、売店、ステージがあ
り、ジオラマ館内には鉄道模型、プラネタリウムなど
があり、実物電車内から模型電車を運転できる。その
他、D51を屋外展示。

感想
　列車運行だけではなく、関連施設の整備や関係機関
とのタイアップなど、総合的に絡ませる事が重要だと
感じた。社員全員が乗客を楽しませるきめ細やかな工
夫がされていた。若鉄には嵯峨野にはないレトロな駅
舎、転車台等がある。やり方しだいでは若鉄も十分対
抗できると感じた。説明者の ｢立ち止ることが一番だ
めなことで、工夫しながら前進することが大切だ｣ と
いう言葉に感銘を受けた。

道の駅・観光列車について調査研究

　嵯峨野観光鉄道は、山陰線の複線電化によって廃線

沿　　　革

里の駅大原「旬菜市場」

教育民生常任委員会調査研究報告

調査年月日 平成24年10月10日(水)・11日(木)

調　査　地 （１）広島県安芸高田市

（２）岡山県赤磐市

調 査 事 項 （１）お好み住宅制度について

（２）ごみ処理の現状と

　　 ストックヤードについて

参　加　者 議会議員５名、議会事務局１名、

担当課職員１名　計７名

調査の内容

広島県安芸高田市

　広島県の中北部に位置し、人口31,000人・面積
538㎢の市である。
　お好み住宅制度の内容　　　　　　　　　　　　
　安芸高田市若者定住促進住宅「お好み住宅」（借家）
は、入居予定者の要望、　（間取り・設備内容等を自
由に設計できること）が、入居者の魅力となってい
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　現状と効果　　　　　　　　

　若者定住住宅が立地する地域の児童数は現状維持
であるが、その他の地域は児童数は減少傾向にあり、
地域人口の推移も、お好み住宅以外の地域は減少が
見られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　今後の課題　　　　　　　　　　

　定住促進施策も、子育て型・単身型・公営住宅・
婚活定住促進団地等、定住促進対策にむけて、魅力
あるように近付ける必要がある。

岡山県赤磐市

　岡山県備前地域に位置し、人口45,000人・面積209
㎢の市である。

　　ごみ処理の現状
　ごみの分別形態は、26種類分別であり、一般ごみ
と資源化ごみに分別されている。
　ごみ分別収集の地区当番が、手順を決めて交代で
収集日に指導している。

　　今後の課題　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ごみの排出抑制とリサイクル。
　広報活動、環境学習の推進による市民意識の向上。

お好み住宅

感想
広島県安芸高田市
　お好み住宅のアイデアは、旧高宮町川根地区において、
過疎・高齢化による地域の将来を地域住民が自らの問題
としてとらえ、若者定住対策として政策実現された制度
であり、本町でも、検討してみる価値はあるように感じた。

岡山県赤磐市
　行政と住民とのパイプ役として、45行政区にリサイ
クル推進委員を設置し、ごみ収集日に地区当番制を設
けるなど、環境を大事にする取組は、本町も見習うべ
き施策であると感じた。

整備されているゴミステーション

19 世紀ホール「鉄風館」
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平成24年
10月23日 事業の途中経過について

調査研究のまとめについて

教育委員会

Ｑ

Ｑ

給食センターの建坪は、どれくらいを考えている
のか。

木造でなくていいのか。

わかさこども園の教員配置基準はどうなのか。

現若桜保育所の入り口の辺りが手狭なので、わ
かさこども園開設に伴い、玄関先の整備をすべ
きではないか。

想定は400㎡だが、350㎡くらいになればと
思っている。なるべくコンパクトな方が、作業
効率もよく、掃除もしやすい。鉄骨平屋建てを
考えている。
※平成25年１月11日現在、378㎡で検討中

Ａ

Ｑ
今のままでは不足する。来年度の予定で、０
歳から５歳での基準職員数が７名。加配など
で２人追加。それ以外に２歳児が超過する可
能性があるので、プラス１名。子育て支援の
先生が、プラス１名。調理員は、今までどおり
２名の体制で考えている。現在の教職員数は
７名で、臨時職員が２名。若桜町で保育所の
先生を募集しても、希望者がいない。就労条
件が悪いこともある。また、アレルギー体質
の子どもも多いので、その対応も必要である。

Ａ
Ｑ

火を使うところであり、耐火構造物を考えている。
ほとんどの施設が鉄骨造であり、ドライシステム
である。年末には素案ができる。

Ａ

委 員 会 活 動 報 告

12月6日 12月定例会に向けて

アロイ工業（株）、獣肉解体処理施設、
樹氷スノーピア管理棟に関しての説明

アロイ工業（株）

Ｑ

Ｑ

今後、地域への説明会を行う予定は。

雇用については、地元優先と言うことだが経過
はどうか。

必要と考えている。

雇用、操業について、現時点では具体的な事
はわからない。

Ａ

Ａ

平成24年
10月4日

そのとおりだが、現在、旧若桜小学校解体中で、
来年度、給食センター解体予定となっている。来
年度、企画財政課で調整することにしている。

Ａ

町民福祉課

現給食センター前の様子

　旧若桜小学校校舎の解体は、予定どおり完了
したい。解体中にＰＣＢが出たので、処理する
ために、職員を研修に行かせないといけない。
　旧若小体育館トイレ建築工事は、11月にはか
かりたい。グラウンドと体育館の段差には、配
慮したい。
　給食センター改築の実施設計は、735万円で
発注し、２月末までに完了としている。熱源は、
ガスと電気を検討している。アレルギーにも配
慮しないといけない。

説明

中原簡易水道施設の視察

11月12日
中原・大野簡易水道施設、小船
配水池の現地調査
議会報告会のまとめについて

　平成21年から搬入している神谷塵芥処理場の
利用期限がくるので、平成29年３月31日まで４
年間延長することになった。それに伴い、３月
議会に鳥取市と提携している規約の変更を提出
したいと考えている。

説明

・鳥取県、鳥取市、若桜町、アロイ工業（株）
の４者で、10月22日協定締結予定。
・鳥取市の支援策は決定しているが、若桜町は
まだである。

説明

獣肉解体処理施設

Ｑ 初年度は、町管理と聞いているが、次年度からは。

指定管理制度でと考えている。Ａ

今後、八頭町と協議し建築確認を出す予定。
今年度の施設管理は、管理人を雇用し、解体処
理専門員を募集したい。

説明

アロイ工業（株）

Ｑ 町として、工場誘致における優遇措置は。

優遇措置は考えていない。協定文書については
県と相談したものだ。Ａ

10月22日、アロイ工業（株）と調印式を行った。
若桜町の支援については協定書に掲げていると
おり「事業所用物件の提供をはじめ、立地に係
る様々な支援」とした。

説明

実働を始めたら、様々な問題が出そうである。
環境面、衛生面、後処理など徹底指導を。

意見

アロイ工業（株）、獣肉解体処理施設の
経過、樹氷スノーピア管理棟、ゲレン
デ修復工事の現地視察

11月26日

獣肉解体処理施設

建設予定場所を、屋堂羅側へ７ｍ移動し、10月
26日に契約した。工期は10月26日から12月25
日まで。

説明

総務課

Ｑ 子ども議会のDVDは誰に配布するのか。

６年、９年生に配布したい。Ａ

旧警察官舎改修工事の完成検査を、12月10日、
消防ポンプ自動車納入は２月末予定。

説明

12月定例会に向けて12月7日

企画財政課

Ｑ ふるさと納税の件数、また、使途についての報告は。

平成23年度は137件、今年度は現在173件ある。
寄附して頂いた方々には利用実績を報告し、広
報にも掲載している。

Ａ

氷ノ山公共施設

Ｑ

Ｑ

管理棟の傾きによって、ガス漏れの可能性は。

ゲレンデ災害箇所の復旧は。

ガス管は埋設ではないので考えにくい。

排水が十分できるよう注意して、修復したい。

Ａ

Ａ
Ｑ 地域おこし協力隊で雇用する人の所属は。

所属は町となり、活動を商工会に委託する。Ａ

産業観光課

Ｑ チャレンジショップ利用（使用）方法は。

起業する方への支援事業であり、現在３名の方
が要望されている。Ａ

樹氷スノーピア管理棟、ゲレンデ
※ドライシステム…洗浄後に速乾するような床材・床構造をいう。

平成25年１月21日現在
　獣肉解体処理施設建設場所については、八頭中
央森林組合事務所上手側に決定。スノーピアゲレンデ修復工事現場
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議
会
報
告
会
の
ま
と
め

議
会
報
告
会
の
ま
と
め

意
見
・
要
望
を
9
課
題
に
ま
と
め
ま
し
た
。

平成24年度
現
状

・
地
場
産
業
の
衰
退
で
地
域
に
雇
用
余
力
が

失
わ
れ
て
い
る
。

・
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
地
域
力
の
低
下
。

・
若
者
の
町
外
流
出
が
止
ま
ら
な
い
。

課
題

・
若
者
の
町
内
定
住
化
を
図
る
た
め
の
環
境

整
備
、
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

・
若
桜
町
の
魅
力
発
信
が
遅
れ
て
い
る
。

具
体
策

・
民
間
・
若
者
を
含
め
た
定
住
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
（
仮
称
）
を
設
置
し
、
定
住
化

施
策
を
推
進
。

・
町
営
住
宅
改
築
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
仮
称
）

樹
立
と
整
備
推
進
。

１  

定
住
化
対
策

現
状

・
Ｓ
Ｌ
導
入
、
古
民
家
改
修
等
に
よ
っ
て
、

２  

観
光
対
策

現
状

・
本
町
に
は
雨
滝
―
釜
戸
断
層
が
走
っ
て
お

り
、
直
下
型
地
震
が
心
配
さ
れ
る
。

・
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
の
遅
れ
に
よ
り
、

大
雨
時
に
土
砂
災
害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が

あ
る
。

・
災
害
防
止
、
災
害
対
応
の
役
割
を
果
た
す

自
主
防
災
組
織
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

課
題

・
住
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
と
、
自
主

防
災
組
織
や
自
警

団
な
ど
の
防
災
組

織
育
成
が
必
要
。

・
地
す
べ
り
危
険
箇

所
な
ど
の
危
険
区

域
に
避
難
所
が
指

定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
避
難
所
の
見

直
し
が
必
要
。

・
森
林
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
土

砂
災
害
時
に
被
害
が
甚
大
化
。

具
体
策

・
防
災
計
画
の
見
直
し
。

・
住
民
の
防
災
意
識
を
高
揚
す
る
た
め
の
施

策
を
推
進
。

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
全
体
及
び
避
難
場
所
の

見
直
し
。

・
自
主
防
災
組
織
の
整
備
と
自
警
団
員
の
確

保
。

・
土
砂
災
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
の
、
森

林
整
備
と
治
山
事
業
の
推
進
。

４  

防
災
対
策

現
状

・
若
桜
学
園
の
開
校
に
よ
り
、
一
部
通
学
路
・

通
学
方
法
が
変
更
さ
れ
、
保
護
者
と
の
協

議
に
よ
り
、
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
十

分
で
は
な
い
。
特
に
、
冬
期
間
の
通
学
は
、

保
護
者
と
し
て
も
心
配
な
現
状
が
あ
る
。　

課
題

・
登
下
校
時
の
安
全
確
保
。　

具
体
策

・
安
全
教
育
の
徹
底
。

・
見
守
り
隊
の
設
置
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
。

３  

通
学
対
策

現
状

・
町
営
バ
ス
料
金
、
バ
ス
ダ
イ
ヤ
の
改
定
な

ど
、
利
用
に
あ
た
っ
て
の
改
善
策
が
実
施

さ
れ
た
が
、
乗
車
率
の
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ

て
い
な
い
。

・
バ
ス
路
線
の
な
い
空
白
地
域
が
あ
る
。

課
題

・
町
営
バ
ス
運
行
に
お
け
る
、
利
便
性
の
向

上
。

具
体
策

・
公
共
交
通
あ
り
方
会
議
（
仮
称
）
を
設
置

し
抜
本
的
見
直
し
検
討
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
の
検
討
。

・
町
営
バ
ス
の
小
型
化
。

５  

公
共
交
通

現
状

・
水
道
施
設
毎
の
水
道
料
金
に
格
差
が
あ

り
、
施
設
の
多
く
が
老
朽
化
し
て
い
る
。

・
下
水
道
接
続
率
が
伸
び
て
い
な
い
。

課
題

・
水
道
料
金
の
統

一
、
施
設
の
老

朽
化
、
下
水
道

接
続
率
の
向
上
。

具
体
策

・
水
道
施
設
の
新

設
・
改
修
計
画

の
作
成
。

６  

上
下
水
道
対
策

現
状

・
鳥
獣
害
が
、
農

作
物
や
杉
な
ど

の
森
林
被
害
に

止
ま
ら
ず
、
人

間
の
居
住
区
域

に
あ
る
植
木
、

花
、
盆
栽
に
ま

で
及
ん
で
い
る
。

・
農
林
産
物
の
被

害
に
よ
っ
て
、

農
林
業
経
営
者
の
収
益
が
減
少
し
、
生
産

意
欲
の
低
下
を
招
き
、
耕
作
放
棄
地
拡
大

の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

課
題

・
猟
師
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
育
成
す
る

こ
と
が
必
要
。

・
地
域
で
総
合
的
に
被
害
対
策
に
取
り
組
む

体
制
づ
く
り
が
必
要
。

具
体
策

・
猟
師
の
育
成
。

・「
若
桜
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
書
」
を
基

本
に
、
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
対
策
を
推

進
。

・
鳥
獣
被
害
防
止
柵
等
の
補
助
制
度
の
充

実
。

７  

鳥
獣
害
対
策

現
状

・
町
内
の
空
き
家
は
現
在
２
０
０
数
十
戸
に

達
し
て
い
る
が
、「
一
時
帰
省
の
際
利
用

す
る
」、「
仏
壇
や
家
財
道
具
が
残
さ
れ
て

い
る
」、「
住
む
に
は
修
理
が
必
要
だ
」
な

ど
の
理
由
で
移
住
希
望
者
に
紹
介
で
き
る

空
き
家
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。

・
劣
化
が
進
み
崩
壊
寸
前
の
空
き
家
も
あ

り
、
危
険
で
あ
る
と
同
時
に
景
観
形
成
上

も
問
題
だ
し
、
周
囲
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。

課
題

・
賃
貸
又
は
売
却
希
望
住
宅
、
移
住
希
望
者

を
把
握
し
、
空
き
家
へ
の
移
住
を
促
進
す

る
こ
と
が
必
要
。

・
将
来
的
に
利
用
価
値
の
な
い
老
朽
家
屋

や
、
崩
壊
の
恐
れ
が
あ
る
危
険
家
屋
の
取

り
壊
し
。

具
体
策

・
賃
貸
や
売
買
可
能
な
空
き
家
の
確
保
。

・
移
住
関
連
補
助
制
度
の
周
知
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
の
拡
大
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
等
の
積
極
的
な

活
用
。

・
危
険
家
屋
の
取
り
壊
し
費
用
を
助
成
す
る

制
度
の
創
設
。

８  

空
き
家
対
策

現
状

・
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
、
担
い
手
不
足
、

農
業
所
得
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
遊
休
農

地
や
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
る
。

・
林
業
で
は
、
長
引
く
木
材
価
格
の
低
迷
、

後
継
者
不
足
に
よ
り
、
間
伐
な
ど
の
森
林

整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

課
題

・
農
林
業
の
活
性
化
を
担
う
（
有
）
若
桜
農

林
振
興
の
役
割
が
充
分
に
果
た
さ
れ
て
い

な
い
。

・
農
業
所
得
、
林
業
所
得
の
向
上
と
、
若
者

の
就
労
意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
の
政
策
が

必
要
。

・
森
林
組
合
等
と
連
携
し
て
、
森
林
所
有
者

の
経
営
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。

・
間
伐
の
遅
れ
は
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機

能
を
阻
害
す
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

・
畜
産
に
つ
い
て
は
、
新
規
参
入
者
が
な
く

規
模
拡
大
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

具
体
策

・
農
作
物
の
価
格
安
定
策
、
特
産
品
の
開
発
、

加
工
・
販
売
シ
ス
テ
ム
及
び
ブ
ラ
ン
ド
化

の
構
築
。

・
森
林
所
有
者
の
森
林
経
営
計
画
樹
立
を
促

進
。

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
。

・
林
道
、
作
業
道
等
、
路
網
の
高
密
度
化
。

・（
有
）
若
桜
農
林
振
興
の
育
成
、
強
化
。

９  
農
林
業
対
策

ま
ち
な
か
は
少
し
ず
つ
賑
わ
っ
て
き
て
い

る
が
、
町
全
体
の
資
源
を
生
か
し
た
観
光

づ
く
り
が
進
ん
で
い
な
い
。

課
題

・
観
光
を
推
進
す
る
母
体
の
確
立
と
将
来
プ

ラ
ン
策
定
。

具
体
策

・
観
光
協
会
の
機
能
強
化
策
の
検
討
。

・
若
桜
駅
裏
側
の
拡
張
整
備
（
鉄
道
公
園
）

具
体
策
の
検
討
。

・
つ
く
米
棚
田
の
復
元
と
利
用
を
検
討
。

・
水
道
料
金
の
一
本
化
に
向
け
た
具
体
的
な

計
画
の
策
定
と
実
施
。

・
下
水
道
接
続
を
進
め
る
た
め
の
新
た
な
助

成
制
度
の
創
設
。

・
近
隣
の
市
町
と
連
携
し
て
広
域
的
な
被
害

対
策
の
推
進
。

・
獣
肉
を
活
用
し
た
特
産
品
の
開
発
。

　

平
成
24
年
度
に
行
っ
た
議
会
報
告
会
で
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
・
要
望
に
つ
い
て

全
員
協
議
会
で
議
論
し
、
議
会
と
し
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
、
今
後
の
町
政
運
営
及

び
平
成
25
年
度
予
算
に
活
か
し
て
い
た
だ
く
よ
う
町
長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
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あ
と
が
き

意見・写真をお寄せください gikai@town.wakasa.tottori.jp 0858（82）2222メール FAX

盛田　浩文さん
（農人町）

勝原　琢哉さん
（西町）

　

昨
年
の
衆
議
院
選
挙
で
、
３
年

３
ヶ
月
ぶ
り
に
自
民
党
政
権
が
誕
生

し
ま
し
た
。
選
挙
で
は
消
費
税
が
一

つ
の
争
点
と
な
っ
た
が
、
我
々
の
暮

ら
し
が
ど
う
な
る
の
か
、
景
気
対
策

も
含
め
て
し
っ
か
り
と
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

住
民
が
将
来
に
向
け
て
安
全
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
わ
が
町
に
も
小
中
一
貫
校

「
若
桜
学
園
」
が
開
校
し
、
さ
ら
に

国
道
４
８
２
号
茗
荷
谷
・
渕
見
バ
イ

パ
ス
も
開
通
し
ま
し
た
。
ま
た
、
休

憩
処
「
か
り
や
」
・
「
昭
和
お
も

ち
ゃ
館
」
・
高
齢
者
交
流
施
設
「
寄

来
屋
」
な
ど
の
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
を
、
有
効
活
用
し

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
も

の
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
「
皆
様
と
共
に
」

の
思
い
で
編
集
し
て
い
ま
す
。
ご
意

見
・
感
想
等
、
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

�
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　若桜町に住んで３年近く経ちました。最近興味

のある事が、道の駅駅長が取り組んでいる若桜の

米、農特産物、シカ肉などを県とタイアップし、

関西・関東にＰＲ活動をしている事です。今現在

少しずつですが、注文が増えてきているとの事。

ただ、諸問題もあり、需要が増えても供給が伴わ

なくなる可能性と、安定した品質の供給が出来る

のか、また駅長一人での営業の限界など浮上して

きているようです。その問題解決の一つの案とし

て、農林振興と道の駅を合併すれば、独立機関と

して、若桜町の農産物、特産物の商品開発及び発

信の場所となって、雇用に繋がる事が出来れば、

若い人の流出及びＵ・Ｉターンにもつながり人口

増加が期待出来るのではと思います。若桜町が生

き残る為にも失敗を恐れず攻撃していく姿勢で臨

むべき時期に来ているのではないでしょうか。何

もしなければ衰退するだけ。失敗も早急に対処す

れば成功に繋がる。そして人材育成が鍵となる。

　若桜町よ『一歩前へ』

一歩前へ
　若桜町では、平成23年度の「地域情報通信基盤
整備事業」により、各戸へのIP告知端末やWi-Fi
フリースポットの設置等、高速情報ネットワーク
環境が県内でもいち早く整備されました。
　これにより町内無料テレビ電話や、町および各
集落からの情報伝達も有効で効率的な環境へと改
善されてきたと感じています。
　しかし、若桜町に限らず高齢化が進む地域にお
ける IT利活用は、一部でしか進んでいないのが
現状だと思います。
　本当に安心安全で町民の誰もが暮らしやすい若
桜町にするために、保健福祉や防災防犯等危機管
理面での利活用促進、観光やイベントの広告宣伝
等、町外への情報発信においても、もっと有効活
用できると思います。
　また、道具だけでなく、手順やしくみも含めた
「情報バリアフリー化」を推進して行くことで、さ
らに魅力的で住みやすい若桜町になると考えます。
　例えば、情報の発信と活用を町民が気軽に行え
るようなしくみの構築を、町民参加型のプロジェ
クトとして進めてみてはいかがでしょう。

情報ネットワークの利活用

このコーナーでは、議会、議員や議会だより等に
関わる町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。


